
津市民文化祭参加事業 

 第 80 回津文化協会文化講演会  
第 40 回文化講演会？「発見塾」三重大学シリ－ズ 

 
演 題 「三角縁神獣鏡を科学すると日本の古代が見えてくる」 
 
講 師  宮崎 照雄 氏  
       三重大学大学院 生物資源研究科 教授 

日 時  平成 23 年 11 月 26 日（土）13:30～ 
会 場  津リージョンプラザ２階 健康教室 （津市西丸之内 23-1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主 催 津市  津市民文化祭実行委員会 
主 管 津文化協会 
後 援 三重大学  三重ふるさと新聞社 
？「発見塾」ホ－ムペ－ジ http://www.lib.mie-u.ac.jp/seminar/hakken/index.html 
連絡先 津文化協会事務局   ＴＥＬ 059-228-8393 （東 尚子 方） 

津文化協会では会員を募集しています。 
当協会事務局または？『発見塾』開催時、受付までお申込み下さい。 

三角縁神獣鏡を研究する過程で、私は「歴史は決して時の流れではない 
日々を生きる人々の情念の積み重ねが歴史を作ってきた」という歴史観を見出すこ

とになった。鏡の原点ともいえる天照大神、神話を創り伝承したのはだれか？ 
なぜ天照大神（鏡）は崇神天皇により改鋳されねばならなかったのか？ 
なぜ天照大神（鏡）は宮中からだされ、伊勢神宮に祭られねばならなかったのか？ 
だれが三角縁神獣鏡を作ったのか？なぜ三角縁神獣鏡は古墳に埋葬されたのか？ 
などの問題に私は、あえて「人の情念」を主体において考察してみた。 
そこで見えてきたのが、邪馬台国の倭国の時代から大和王権の古墳時代に関し、 
先学の学説とは全く異なる新たな歴史観である。 
 

入場無料 
事前申込不要 


